
1

編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

28-79 高等学校 国語科 現代文B

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

現Ｂ　328 新編現代文Ｂ

１．編修の基本方針
　本教科書は，教育基本法に示された教育の目標（教育基本法第二条の第１～第５号）を学習活動を通じて
達成することを意図して編修しました。
１　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養うことができる構成にしています。
２　個人の価値を尊重し，一人一人の能力を伸ばし，創造性を培うことを可能にしています。
３　正義と責任，男女の平等を重んじ，主体的に社会参画するよう，促しています。
４　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養います。
５　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養います。

１．編修の基本方針

▲P6-8「折々のことば」▲P6-8「折々のことば」
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全体の構成

　全体をⅠ部とⅡ部とに分け，２～３年の２か年にわたる使用を可能にしています。
　単元は文種別に教材を組み合わせて構成しています。各単元の配列は，全体として学習の深化・発展に効
果が上がるよう留意するとともに，単元相互が連関するように配慮しています。
　各単元の教材はテーマや題材における関連を持たせています。単元扉に学習目標を掲げ，学習者の意欲を
高める配慮をしました。さらに，教材から得た力を発展的に応用できるようにするために，コラム「ズーム
アップ」「小説の読み方」「評論の読み方」を設けています。

教材の選定について

　情報化・国際化といった社会の変化や価値観の多様化へ対応するために，国語科の学習においては，幅広
い知識と教養を身につけ，国語力の充実を図り，多様な価値観の中から自己の新たな世界を切り開くべく，
的確な理解力，柔軟な思考力，積極的な表現力を伸ばし育てていくことが重要となります。そこで本教科書
では，優れた近代の文章遺産をはじめ，現代社会と人間を深く洞察する学習価値が高く，しかも学習者にとっ
て親しみやすく，学習意欲を高く維持できる文章を選定しました。学習者の読む能力を高め，主体的に表現
する契機となるようなバラエティに富んだ教材を選択・配置しました。

文種ごとの特色

１．小説――格調高い名作と新鮮な現代小説
　定評ある近現代の名作とともに，現在活躍中の作家による，新鮮な現代小説を豊富に採録しました。
　Ⅰ部　５教材　パパミルク（小川糸）・ランドセル（角田光代）・こころ（夏目漱石）・菊（山川方夫）・土
神と狐（宮沢賢治）

　Ⅱ部　５教材　ひよこの眼（山田詠美）・山月記（中島敦）・山椒魚（井伏鱒二）・鞄（安部公房）・掟の門（カフカ）
２．随想――深く思考する意義に触れる
　身近な出来事を話題に，人の心を見つめ，思考する作品を通して，学習者を深い思考に導く作品を選定し
ました。
　Ⅰ部　２教材　こんにちは（香山リカ）・セレンディピティ（外山滋比古）
　Ⅱ部　２教材　科学の言葉，芸術の言葉（福岡伸一）・ごはん（向田邦子）
３．評論――的確な理解力と論理的思考力を育成
　文化論，コミュニケーション論，科学論，社会論，経済論など，多岐にわたる分野からバランスよく豊富
に教材を選定しました。今日的な鋭い問題提起に富んだ話題で，文章構成も論理性に優れています。平易か
つ簡潔な表現で，学習者が自ら考えるよう促します。
４．俳句・短歌・詩――名作を読み味わう
　俳句・短歌・詩は，代表的な近現代の名作を精選しました。

２．対照表
図書の内容・構成と教育基本法第二条の第１号から第５号との対応を示します。

教育基本法第二条
〈第１号〉幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，

健やかな身体を養うこと。

全体の構成

教材の選定について

文種ごとの特色

２．対照表
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〈第２号〉個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，
職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

〈第３号〉正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的
に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。

〈第４号〉生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
〈第５号〉伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，

国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

折々のことば	 鷲田清一
作ろう　私たちの折々のことば

目標：自分に向かって光る言葉を見つける
　「折々のことば」を読み，続いて学習者が自分の「折々のことば」
を書く活動をします。心に響いた言葉を書きとめ，紹介する文章を
書き，発表し合う活動を通して言葉に対する感覚を磨きます。
　幅広い知識と教養を身に付けることができます。〈第１号〉

P6～ 14

一　随想
こんにちは	 香山リカ
セレンディピティ	 外山滋比古

目標：新しい発想にふれる
　「こんにちは」は円滑なコミュニケーションを図るために挨拶を
薦めます。「セレンディピティ」は，思いがけない偶然が発見につ
ながると説きます。両教材を通して，学習者が新しい自分や新しい
世界を見つけることを可能にします。
　自他の敬愛と協力を重んずる心を育てます。〈第３号〉

P15～ 26

二　小説１
パパミルク	 小川　糸
ランドセル	 角田光代

目標：人物の心情を読み取る
　「パパミルク」と「ランドセル」はともに家族の形が変わる局面に
いる若い女性が主人公です。登場人物の立場になって気持ちを想像
し小説を読むおもしろさに触れることを意図して配置しています。
　愛情を持って家族に接し，生命を尊ぶ態度を養います。〈第４号〉

P27～ 52

三　評論１
好き好き至上主義	 本川達雄
ゲラダヒヒの平和社会	 大井　玄
ズームアップ１　聴くことの力

目標：筆者の提示する意見と根拠を読み取る
　「好き好き至上主義」は，友達作りや進路の選択に際して，自分
の好きなことを優先するのは，生物多様性を守るのと反対の発想だ
と説きます。「ゲラダヒヒの平和社会」は，ゲラダヒヒの社会と認
知症の老人の会話を観察して，情動的コミュニケーションの大切さ
を説きます。評論読解の基礎として，筆者は何を大切だと言い，な
ぜそれを大切だとしているのかを読み取る学習を意図しています。
　生命を尊び，自然を大切にする態度を育てます。〈第４号〉

P53～ 70

四　俳句・短歌
現代の俳句
現代の短歌
ズームアップ２　日本人の心に刻まれた定型

目標：俳句・短歌の型と技法を理解し情景や心情を読み取る
　近代以降の，時代を画した韻律を味わうことを目的としています。
取り上げている作品は，いずれもそれぞれの時期の代表的な作品で
あり，学習者は韻文表現の豊かさ，ひいては言葉の可能性について
主体的に学ぶことができます。
　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する心を育てます。〈第５号〉

P71～ 80

五　小説２
こころ	 夏目漱石
ズームアップ３　鎌倉の海，上野の桜

目標：長編に挑戦し読みの幅を広げる
　「こころ」の登場人物の心理変化を読み取る作業の中で，学習者
は人間精神の孤独や言語表現の可能性についても知ることができま
す。また，現代の基礎を作った明治という時代を知ることへ学習を
発展させることができます。
　幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操と道徳心を培うことを
可能にしています。〈第１号〉

P81～ 112

第Ⅰ部 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

六　評論２
戦う植物	 稲垣栄洋
かんじんなことは，目に見えない？
	 池内　了

目標：視点を変えてみる，方法を新しくする
　「戦う植物」は，植物が作ってきた地球環境を人間が変えつつあ
ることを考えさせます。「かんじんなことは，目に見えない？」は
見えない物質が，宇宙を構成する物質の大部分を占めると述べてい
ます。両教材を通して自然を征服し宇宙を探求してきた文明や科学
のあり方について考えるよう促します。
　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養い
ます。〈第４号〉

P113～130

七　小説３
菊	 山川方夫
土神と狐	 宮沢賢治
ズームアップ４　恋愛と孤独

目標：人物相互の関係に着目しながら作品を読む
　「菊」と「土神と狐」はともに恋愛小説です。恋愛には，自己と
他者，他者と他者との関係を見えるようにしたり見えなくしたりす
る側面があります。こうした微妙な心理表現を味わうことを学習の
中心にしました。
　恋愛小説の読解を通して豊かな情操を培います。〈第１号〉

P131～162

八　評論３
持たないという豊かさ	 原　研哉
ミロのヴィーナス	 清岡卓行

目標：逆説的な表現や発想を読み解く
　「持たないという豊かさ」も，「ミロのヴィーナス」も物がないこ
とが，逆説的に「豊かさ」や「美」の存在を際立たせることを説い
ています。両教材とも，逆説的な表現と常識を破る発想があり，こ
のような表現と思考とのつながりをたどることで，評論文のもつ説
得力を学習できます。
　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する心を育てます。〈第５号〉

P163～182

九　表現
【メディア・リテラシー】①新聞記事を読み比べる
②広告というメディアを読む
③情報を編集する
【小論文】①要約の方法
②文章読解型小論文の書き方
③文章のリフォーム――推敲
ズームアップ５　小論文テーマ例一覧

　読むことの学習活動を通して培った国語の力を，話すこと・聞く
こと，書くことに応用・発展的に展開できるよう，特にメディア・
リテラシーと小論文を取り上げています。読む―書く―聞く―話す
という４つの行為を関連させたワーク中心の活動を通して表現する
力が身につくように組み立てました。
　創造性を培い，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与す
る態度を養えるようにしました。〈第２号，３号〉

P183～196

第Ⅱ部 

一　随想
科学の言葉，芸術の言葉	 福岡伸一
ごはん	 向田邦子

目標：随筆の幅広さや奥行きを味わう
　「科学の言葉，芸術の言葉」は芸術と科学の交点を探る知の旅，「ご
はん」は食事を通しての戦時下を家族と生きた日々の回想です。両
教材とも，筆者の生きる姿勢に触れる随筆の妙が味わえます。
　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する心を育てます。〈第５号〉

P197～212

二　小説１
ひよこの眼	 山田詠美

目標：表現の細部に注意し，人物のおかれた状況と心情を読み取る
　転入生の目を見て，「私」はなぜか懐かしさを感じます。その謎
を解いていくうちに意外な展開になります。表現の細部に注意して
深く味わうことが可能です。
　個人の価値を尊重して登場人物の心情を読み取ります。〈第２号〉

P213～230

三　評論１
「間」の感覚	 高階秀爾
「である」ことと「する」こと	 丸山真男

目標：異なる文化や社会を比較する
　「『間』の感覚」は西洋と東洋の「間」について比較します。「『で
ある』ことと『する』こと」は「である」ことと「する」ことを比
較します。比較の方法を使って，日本の文化や近代という時代の特
徴を鮮やかに浮かび上がらせています。
　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する心を養います。〈第５号〉

P231～254

四　詩
樹下の二人	 高村光太郎
死なない蛸	 萩原朔太郎
歌	 中野重治
鎮魂歌	 木原孝一
表札	 石垣りん
ズームアップ1　言葉で世界を新しく見直す

目標：レトリックを手がかりに感情や思想を読み取る
　日本近代詩の確立に大きく貢献した詩人による人口に膾炙した作
品を採録しました。近代詩に特徴的なリズムや形式，比喩など，修
辞法の学習も可能にしています。生徒は音読することによって近代
詩に独特なリズムや語法に体感的に気づくことができます。
　伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する心を養います。〈第５号〉

P255～276
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

五　小説２
山月記	 中島　敦
山椒魚	 井伏鱒二
ズームアップ２　主人公の人物像

目標：視点や語りに注意しながら作品を読む
　昭和初期に書かれた優れた短編小説を読むことで，文学作品の鑑
賞力を養うことを目的として配置しています。「山月記」と「山椒魚」
は，ともに独特な視点で人間存在の深層に迫った名作です。学習者
は，文章を正確に読み，登場人物の心理を追いつつ，人間存在につ
いての考察を主体的・自覚的に深めていくことが可能です。
　自他の敬愛と協力を重んずる心を育てます。〈第３号〉

P277～308

六　評論２
〈害虫〉の誕生	 瀬戸口明久
原始社会像の真実	 新納　泉
ズームアップ３　〈歴史〉へのアプローチ

目標：常識を問い直す
　昔からの常識のように語られることでも，ある時期に作られたも
のがあります。「害虫」という観念や，理想化された原始社会のイメー
ジがそれにあたります。常識を鵜呑みにせず問い直す批判的な思考
を身につけることを目的に単元を構成しました。
　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養います。〈第
１号〉

P309～332

七　小説３
鞄	 安部公房
掟の門	 カフカ／池内　紀［訳］
ズームアップ４　「寓意」の効用について

目標：作品から寓意を読み取る　
　「鞄」は，鞄が人の行先を決め，「掟の門」は何年待っても旅人は
門を入れません。どちらも，違和感を覚える奇妙なストーリーです。
小説世界への違和感が，学習者にとって人間や世界を見る目を変え
るきっかけになることをねらいとしています。
　豊かな情操をはぐくみます。〈第１号〉

P333～348

八　評論３
未来への責任	 加藤尚武
欲望と資本主義	 佐伯啓思

目標：筆者の意見を参考に自分の意見をもつ
　「未来への責任」では，現在生きている人間たちだけで地球の未
来を決めてよいのか，筆者が問います。「欲望と資本主義」では人
間の欲望はどのように生じるのかを説明しています。両教材とも，
現代が抱える課題を学習者が議論することを意図しています。
　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養い
ます。〈第４号〉

P349～369

学習を深める１　小説の読み方
学習を深める２　評論の読み方

　「小説の読み方」「評論の読み方」は本教科書全編にわたる小説と
評論から得た力を，今後の読解に発展的に応用できるように，読解
の方法を総合的に解説しています。
　幅広い知識と教養を身に付けます。〈第１号〉

P370～376

付録　現代文読解のための思考の枠組み集
付録　現代文読解のためのキーワード集
付録　近現代文学史年表

　付録は、現代文を読解するうえで必要な知識，語句について端的
に解説しました。
　幅広い知識と教養を身に付けます。〈第１号〉

P377～396

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
学校教育法第五十一条に示す高等学校教育の目標などを達成するため，編集上の工夫をしました。

◦近代以降に書かれた多種多様な文種と，さまざまなジャンルの文章によって構成し，全体を通じて，中学
校での学習の成果を発展拡充させながら，学習が進められるように配慮しました。（学校教育法第五十一
条第１号）
◦評論文や文学的な文章に関連して参考にする文章を示すことで，社会についてより理解を深め，さまざま
な視点からの健全な批判力を養えるようにしました。（同第２号，３号）
◦より多くの人に見やすいカラーユニバーサルデザインに配慮し，色覚特性を踏まえた，判読しやすい配色
やレイアウト，表示の工夫により，学びやすい紙面づくりに配慮しています。
◦教科書の印刷には再生紙と植物油インキを使用し，地球環境への影響を少なくするように配慮しています。

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
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１．編修上特に意を用いた点や特色

編修の基本方針

１　さまざまな言語活動を通して，言葉への興味・関心を高めることができるような教材化を目ざしました。
２　現代社会が抱える諸課題について，幅広い知識と教養を身に付け，自ら考察を深めることができる教材
を厳選しました。

３　長く読み継がれている名作をはじめ，生徒と同時代の親しみやすい作品も掲載して，豊かな情操と道徳
心を培えるよう配慮しました。

４　我が国の国土の美しさ，郷土の温かさ，伝統文化の豊かさについて知り，日本語を愛する心をはぐくむ
教材を多数選定しました。

５　自ら学び自ら考えることを重視し，生徒の主体性の形成に資するような教材化を工夫しました。

教材化の工夫

●脚問
　本文を読み進めるうえで，読解上の重要な箇所に
「？」印をつけ，脚注欄に発問を設置しました。
　注意深く本文を読み進める一助になります。
●語句
　作品中の，身につけたい語彙，知っておきたい成
句や慣用句に「＊」印をつけ，見開きごとにまとめ
ました。意味調べ・文を作るなど，学習活動を提示
しています。
●漢字
　取り立てて学習したい漢字を脚注欄に見開きご
とにまとめて示しました。

１．編修上特に意を用いた点や特色

編修の基本方針

教材化の工夫

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

28-79 高等学校 国語科 現代文B

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

現Ｂ　328 新編現代文Ｂ

▼P16-17「こんにちは」
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●学習の手引き
　各教材末に学習の手引きを設け，本文を的確に理
解できるよう，段階に配慮して，設問をおきました。
　設問は，学習者が，基礎的・基本的知識をもとに，
自ら課題を発見し解決できるよう，思考力・判断力
・表現力を高める工夫をこらしました。
　平易な活動を積み上げることで，確かな国語力が
身につきます。

●ヒント
　下段には適宜「ヒント」を示して学習者の自学自
習を促しています。

●漢字と語句のトレーニング
　本文脚注で取り上げた漢字を使用した，練習問題
を設けています。

●読書案内
　関連する本を紹介し，学習したことのさらなる習
得・活用が図れます。

▲P20「こんにちは」手引き

▲P54-55「好き好き至上主義」
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●表現

▲P58-59「好き好き至上主義」手引き

▲P184-185「新聞記事を読み比べる」
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２．対照表２．対照表

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

折々のことば	 鷲田清一
作ろう　私たちの折々のことば

３-（１）イ・ウ・エ・オ　３-（２）-ア・エ　４-（１）

４-（２）４-（４）

P6～ 13

一　随想

こんにちは	 香山リカ
セレンディピティ	 外山滋比古

３-（１）-ア・ウ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　４-（２）

P15～ 20

P21 ～ 26

二　小説１

パパミルク	 小川　糸
ランドセル	 角田光代

３-（１）-イ　３-（２）-ア　４-（２）

３-（１）-イ　３-（２）-ア　４-（２）

P27～ 37

P38 ～ 52

三　評論１

好き好き至上主義	 本川達雄
ゲラダヒヒの平和社会	 大井　玄
ズームアップ１　聴くことの力

３-（１）-ア・ウ・エ　３-（２）-イ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ・エ　３-（２）-イ　４-（２）

P53～ 59

P60 ～ 70

四　俳句・短歌

現代の俳句
現代の短歌
ズームアップ２　日本人の心に刻まれた定型

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　４-（２）４-（３）４-（４）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　４-（２）４-（３）４-（４）

P71～ 74

P75 ～ 80

五　小説２

こころ	 夏目漱石
ズームアップ３　鎌倉の海，上野の桜

３-（１）-イ・ウ・オ　３-（２）-ア　４-（２）・（３）・（４） P81～ 112

六　評論２

戦う植物	 稲垣栄洋
かんじんなことは，目に見えない？	 池内　了

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ・エ　４-（２）

P113～121

P122～130

七　小説３

菊	 山川方夫
土神と狐	 宮沢賢治
ズームアップ４　恋愛と孤独

３-（１）-イ　３-（２）-ア　４-（２）

３-（１）-イ　３-（２）-ア　４-（２）

P131～143

P144～162

八　評論３

持たないという豊かさ	 原　研哉
ミロのヴィーナス	 清岡卓行

３-（１）-イ　３-（２）-イ　４-（２）

３-（１）-イ・エ　３-（２）-イ　４-（２）

P163～173

P174～182

九　表現
【メディア・リテラシー】①新聞記事を読み比べる

②広告というメディアを読む

③情報を編集する

【小論文】①要約の方法

②文章読解型小論文の書き方

③文章のリフォーム――推敲

ズームアップ５　小論文テーマ例一覧

３-（１）-エ・オ　３-（２）-イ・ウ・エ

３-（１）-エ・オ　３-（２）-ウ・エ

３-（１）-エ・オ　３-（２）-ウ

３-（１）-エ・オ　３-（２）-イ

３-（１）-エ・オ　３-（２）-イ

３-（１）-エ・オ　３-（２）-イ

P183～185

P186～187

P188～189

P190～191

P192～193

P194～196

第Ⅰ部 
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

第Ⅱ部 

一　随想

科学の言葉，芸術の言葉	 福岡伸一
ごはん	 向田邦子

３-（１）-イ・ウ　３-（２）-ア　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-ア　４-（２）

P197～201

P202～212

二　小説１

ひよこの眼	 山田詠美 ３-（１）-イ・３-（２）-ア　４-（２） P213～230

三　評論１

「間」の感覚	 高階秀爾
「である」ことと「する」こと	 丸山真男

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

P231～243

P244～254

四　詩

樹下の二人	 高村光太郎
死なない蛸	 萩原朔太郎
歌	 中野重治
鎮魂歌	 木原孝一
表札	 石垣りん
ズームアップ１　言葉で世界を新しく見直す

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　　４-（２）４-（４）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　　４-（２）４-（４）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　　４-（２）４-（４）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　　４-（２）４-（４）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　　４-（２）４-（４）

P255～259

P260～262

P263～265

P266～271

P272～276

五　小説２

山月記	 中島　敦
山椒魚	 井伏鱒二
ズームアップ２　主人公の人物像

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　４-（２）　４-（３）

３-（１）-イ・オ　３-（２）-ア　４-（２）　４-（３）

P277～293

P294～308

六　評論２

〈害虫〉の誕生	 瀬戸口明久
原始社会像の真実	 新納　泉
ズームアップ３　〈歴史〉へのアプローチ

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

P309～318

P319～332

七　小説３

鞄	 安部公房
掟の門	 カフカ／池内　紀［訳］
ズームアップ４　「寓意」の効用について

３-（１）-イ・ウ　３-（２）-ア　４-（２）

３-（１）-イ・ウ　３-（２）-ア　４-（２）

P333～342

P343～348

八　評論３

未来への責任	 加藤尚武
欲望と資本主義	 佐伯啓思

３-（１）-ア・ウ・エ　３-（２）-イ・エ　４-（２）

３-（１）-ア・ウ　３-（２）-イ　４-（２）

P349～357

P358～369

学習を深める１　小説の読み方

学習を深める２　評論の読み方

３-（１）-イ・ウ

３-（１）-イ・ウ

P370～376

付録　現代文読解のための思考の枠組み集

付録　現代文読解のためのキーワード集

付録　近現代文学史年表

４-（３）

４-（３）

４-（２）４-（３）

P377～396


